
結露チェッカー
SK―130ITH

取扱説明書

はじめに

注意事項

　　　警　告

このたびは結露チェッカー「SK-130ITH」をお
買いあげいただきありがとうございました。
◎この商品は、温度・湿度および表面温度をはかる
ものです。それ以外のご使用はしないでください。
◎ご使用前には必ず取扱説明書（本書）をお読み
になり、大切に保管してください。

爆発注意
本器は防爆仕様構造ではありません
ので、引火性ガスを含んだ雰囲気で
のご使用は絶対にしないでください。
爆発する恐れがあり大変危険です。

レーザ注意
レーザ光が目にあたると危険です。
（クラス２レーザ製品）
①レーザ光をのぞきこまないこと。
②レーザ光を人に向けないこと。
③子供には使わせないこと。

◦ご不明な点がありましたらお買いあげ店また
は弊社にご相談ください。

　　　注　意
本器を正しくご使用いただくために、以下のこ
とを必ず守ってください。
・標準空気組成（一般大気）以外でのご使用は
絶対にしないでください。
・本器は防水構造ではありませんので絶対に濡
らさないでください。
・測定範囲外でのご使用はしないでください。
本体・センサの故障の原因となります。
・体温計としてのご使用はしないでください。
・湿度センサには絶対に直接手で触れないでく
ださい。
・本器が結露した場合は、すみやかに常温で自
然乾燥させてから再度ご使用ください。
・電気的ノイズが発生する環境でご使用します
と、表示が不安定になったり、誤差が大きく
なる場合があります。
・分解、改造または規定電源以外のバッテリー
を使用しますと、正確な測定ができなかった
り、故障の原因となりますので、絶対にしな
いでください。また危険なレーザ放射の被ば
くをもたらします。
・赤外線レンズ（測定窓）に埃が付着すると測定
精度が悪化します。赤外線レンズ（測定窓）
に埃やゴミが付着した場合は埃やゴミなどを
取り除いてください。詳しくはP.６「保守」
をご確認ください。
・先がとがったもの、硬いもので赤外線レンズ
（測定窓）に触れないでください。赤外線レ
ンズ（測定窓）にキズが付くと測定精度が悪
化します。
・本器は精密にできていますので落下させたり、
振動・衝撃を与えないよう注意してください。
・直射日光のあたる場所や熱器具の近くでのご
使用はやめてください。正しい測定ができな
いだけでなく、ケースの変形や故障の原因と
なります。
・放射温度計は非接触式の温度計です。測定対
象物に接触させないでください。特に高温に
なっている測定対象物に接触させると、誤っ
た測定結果を表示したり、故障の原因となり
ます。
・本器をアルコール、シンナー、その他溶剤な
どで洗ったり、拭いたりしないでください。
汚れた場合は、中性洗剤を溶かしたぬるま湯
を含ませたタオルなどをよくしぼってから拭
いてください。
・長期間使用しない場合は、必ず乾電池を取り
はずしてください。乾電池を入れたままにし
ておきますと乾電池から液漏れする場合があ
り、故障の原因となります。
・不要になった乾電池は火中に投入しないでく
ださい。
・乾電池は幼児の手の届かないところに保管し
てください。万一飲み込んだ場合には直ちに
医師に相談してください。
・環境保全のため使用済み乾電池はそれぞれの
自治体の条例に基づいて処理するようにお願
いします。

※修理・校正はお買いあげ店または弊社へお申
し付けください。

概　　要

特　　徴

目　　次

・ハンディタイプで持ち運びに便利です。
・液晶バックライト付きで、暗い場所での測定に
も便利です。
・本器の演算機能により、温度・湿度から湿球温
度、露点を表示することができます。
・結露チェック機能付きです。露点（演算値）と
表面温度の差を表示するため、結露防止の目安
としてご使用できます。
・オートパワーオフ機能付きで、電源切り忘れ等
の無駄な乾電池消耗を防止いたします。
・赤外線放射温度計は対象物に合わせて放射率を
0.30 ～ 0.99 の範囲より 0.01 単位で設定でき
ます。
・赤外線放射温度計は測定エリアが一目で分かる
レーザマーカ（1点）付きです。
・温湿度検出部収納機能付きで、センサを埃など
から守ります。

SK-130ITHは赤外線放射温度計が一体となった、
ハンディタイプの温湿度計です。
大気中の温度・湿度の測定に加え、赤外線放射温
度計により測定対象物に直接触れることなく、素
早く表面温度を測定することができます。
また、大気中の温度・湿度から露点を演算するこ
とができ、結露チェックにご使用できます。
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各部の名称

●本体部

①表示部
　測定値や本器の状態を示します。
　※詳しくはP. ２「表示部」をご参照ください。
②Scan キー
電源がONの状態の時にキーを押すと放射温度
計による表面温度測定を行います。
電源がOFF 状態の時にキーを押すと自動的に
電源が入り、素早く表面温度測定を行います。
③PWR/SET キー
キーを押すと本器に電源が入ります。
電源がON状態の時に２秒以上押し続けると、
電源が切れます。
電源がON状態の時に押すと、オートパワーオ
フの時間設定および放射率の設定ができます。
④BACK	LIGHT キー
電源がON状態の時にキーを押すと、バックラ
イトが点灯します。もう一度押すとバックライ
トが消灯します。
⑤DP/WB/ キー
キーを押すと温度、露点 (DP) と湿球温度 (WB)
の選択ができます。
2 秒以上押すと表面温度と露点の温度差 ( )
を表示します。
⑥▲キー
オートパワーオフの時間設定および放射率の設
定値を変更します。
キーを押すごとに値が増加します。
⑦▼ /LASERキー
オートパワーオフの時間設定および放射率の設
定値を変更します。
キーを押すごとに値が減少します。
Scan キーを押しながら、▼ /LASERキーを押
すと、レーザマーカのON／ OFF 切り替えが
できます。
⑧温湿度検出部
温度・湿度のセンサです。
検出部を押すと、温湿度測定状態または収納状
態に切り替えることができます。
（図は温湿度測定状態です。）
⑨赤外線検知部（測定窓）
被測定物から放射されている赤外線エネルギー
を検知します。
⑩レーザ照射部
レーザマーカON設定時に測定キーを押すとレ
ーザマーカを照射します。
⑪電池カバー／電池BOX
乾電池のセット部分です。
⑫ラベル警告部
JIS	C	6802 レーザ製品安全基準および消費生
活用製品安全法に基づいたラベルです。
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●表示部

①表面温度表示部
表面温度の測定値や表面温度と露点の差（ ）
を表示します。
②温度表示部
温度測定値、湿球温度、露点を表示します。
③湿度表示部
湿度測定値を表示します。
④℃
温度単位（摂氏温度）です。
⑤％
湿度単位（相対温度）です。
⑥Ｅ
　放射率設定のマークです。
放射温度計の放射率設定のときに点滅します。
⑦
レーザ出力の警告マークです。レーザが照射さ
れているときに点灯します。
⑧ローバッテリーマーク
電池残量が少なくなると点滅します。
⑨Humi	
湿度 (Humidity) を表しています。
⑩Wb
湿球温度を表示しているときに点灯します。
⑪DP
露点を表示しているときに点灯します。
⑫
結露チェックのマークです。表面温度と露点の
温度差を表示しているときに点灯します。

　　　注　意

乾電池のセット方法

本器を初めてご使用する場合やローバッテリー
マークが点灯した場合は以下の手順で乾電池を
セットしてください。
①本体裏面の電池カバーをはずしてください
②電池 BOX 内の表示に従って、乾電池の向き
　（ 、 ）を間違えないように単 4乾電池を 4
本セットしてください。
③電池カバーを取り付けてください。

●表示部にローバッテリーマークが点灯したと
きは、速やかに新しい乾電池と交換してくだ
さい。
●ローバッテリーマークが点灯した状態でご使
用しますと、正しい測定ができません。
●乾電池は 4本とも同じ種類で新しいものを
ご使用ください。
●不要になった乾電池は火中に投入しないでく
ださい。
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・収納状態
本体保管中や温湿度測定をしないとき、下記
の図のように本体内部に収納することでゴミ
や埃等からセンサを保護します。

　　

② PWR/SET キーを押すと約 1秒間表示部が全
点灯したあと、温湿度の測定値が表示され測定
状態になります。
　※この時、表示部上段は“ ”となります。
測定状態のときに、Scan キーを押すと放射
温度計による表面温度測定値を表示します。

③測定状態のとき約 1秒サンプリングで温湿度
の測定を行います。
④測定を終了する場合は、PWR/SET キーを２
秒以上押すと、表示が消え電源が切れます。
●表面温度の測定
① PWR/SET キーを押して電源を ONにしてく
ださい。
②測定する対象物に本器の赤外線検出部を向けて
Scan キーを押してください。
③Scan キーを押し続けている間、約 0.5 秒サン
プリングで表面温度の測定を行います。
　必要に応じて、各種設定を行い、測定してくだ
さい。
・放射率の設定（P. ４「放射率の設定」を
ご参照ください。）
・レーザマーカ照射（P. ４「レーザマーカ
の設定」をご参照ください。）
・バックライト（P. ５「バックライトの設定」
をご参照ください。）

　温湿度検出部が収納状態の場合は表示部中段お
よび下段は“ ”となります。

　※クイック測定方法について
電源が OFF の状態でも、Scan キーを押す
ことで自動的に電源が入り、表面温度を素早
く測定することができます。ただし、その場
合はレーザマーカが照射されません。レー
ザマーカを照射したい場合はもう一度 Scan
キーを押してください。

④ Scan キーをはなすと、そのときの測定値を
ホールド（固定）して表示します。
⑤測定を終了する場合は、PWR/SET キーを２
秒以上押すことで、表示が消え、電源が切れま
す。

測定方法

●温湿度の測定
①温湿度検出部を「カチッ」と鳴るまで押して、
温湿度測定状態にしてください。
・温湿度測定状態
温湿度を測定するときは、下記の図のように
温湿度測定状態にしてください。

　　

注意：測定領域が小さい場合は測定対象物に関
係のない部分も測定してしまいますの
で、正しい温度が測定できません。測定
距離が 72㎜より短い場合、測定距離に
関係なく、測定領域は直径12㎜の円に
なります。

　　　　

本器の測定領域は、測定距離によって下図のよ
うに変化します。
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放射率の設定

物　体 放射率
(ε) 物　体 放射率

(ε ) 物　体 放射率
(ε )

鉄 0.85 アスベスト 0.90 カ ー ボ ン 0.98
鋳 鉄 0.85 アスファルト 0.85 皮 膚 0.97
ア ル ミ 0.30 コンクリート 0.95 水 0.98

銅 0.80 土 0.95 肉 ・ 魚 0.98
真 鍮 0.60 木 材 0.98 野 菜 0.98
ニ ク ロ ム 0.60 紙 0.92 パン・菓子 0.98
ガ ラ ス 0.85 布 0.75 穀 類 0.98
セラミック 0.80 プラスチック 0.95 油 0.98
タ イ ル 0.80 ゴ ム 0.95

※放射率は物体の温度、表面状態によって多少異なります。

すべての物体から表面温度に相当した赤外線が放
射されていますが、同じ温度でも測定する対象物
によって、放射される赤外線の量が異なります。
本器は放射率を「0.95」に設定して出荷してい
ます。
厳密な測定を行う場合は、測定対象物の放射率に
本器の放射率を設定して測定を行ってください。
●放射率の設定方法
① PWR/SET キーを押して電源を入れ、PWR/
SET キーを２回押してください。
②表示部の上段に「Ｅ」のマークが点滅し、放射
率の設定値を表示します。
③▲キーまたは▼ /LASER キーで放射率を設定
してください。
④設定が終了したら PWR/SET キーを押してく
ださい。
●主な物体の放射率の目安

　　　注　意

●高温での測定では測定精度が低下するだけで
はなく、赤外線レンズを破損する恐れがあり
ます。測定温度範囲上限を超えた温度の測定
は絶対にしないでください。
●本器の放射温度計は測定対象物をガラス越し
に測定できません。ガラスの表面温度を表示
します。
●本器の周囲温度が急激に変化した場合、測定
精度に影響をおよぼすことがあります。周囲
の温度に十分なじませた後にご使用ください。
　周囲温度が 10℃以上変化した場合には 30
分以上本器を使用する環境になじませてくだ
さい。

　（金属は酸化されたものです）

本器と測定対象物の距離は図のようにＤ：Ｓ＝
6：1の関係にとなっています。（Ｄ＝測定距離、
Ｓ＝測定サイズ直径）
　本器と測定対象物の距離が 150㎜の場合、測
定できる領域は直径 25㎜の円となります。
　ただし、上記の測定径は90%以上のエネルギー
が捕捉できる面積で定義しています。
測定対象物が測定領域より大きいことを確認し
てください。測定対象物が小さければ測定対象
物に本器を近づけてください。測定精度を高め
るためには、少なくとも測定対象物の面積が測
定領域の倍の大きさになるようにしてください。

レーザマーカの設定

Scan キーを押しながら、▼ /LASERキーを押す
ことによりレーザマーカのON/OFF を設定する
ことができます。
①レーザマーカの設定が「ON」の場合
　Scan キーを押すたびに キャラクタが点灯
し、測定対象物に向かってレーザマーカが照射
されます。
　Scan キーを押し続けると、レーザマーカが連
続的に照射します。
②レーザマーカの設定が「OFF」の場合
　Scan キーを押してもレーザマーカは照射され
ません。
注意：レーザマーカを「ON」に設定すると、電

池寿命は短くなります。
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レーザクラスの説明：クラス２とは
「可視光（波長 400nm～ 700nm）で、人体
の防御反応により傷害を回避し得る程度の出
力以下（概ね 1mW以下）のもの」と規定され
ています。ここで、人体の防御反応とは通常ま
ばたき反射作用を含む嫌悪反応を言います。
JIS	C	6802　レーザ製品の安全基準

バックライトの設定

本器の電源がONの状態で、BACKLIGHT キーを
押すことによってバックライトのON／ OFF を
設定することができます。
①バックライトの設定を「ON」にすると、本器
の電源がON状態のとき表示部のバックライト
が点灯します。暗い場所における測定でも測定
値を読み取ることが可能です。
②バックライトの設定を「OFF」にすると、表示
部のバックライトは点灯しません。
注意：バックライトを「ON」に設定すると、電

池寿命は短くなります。

レーザ注意
レーザ光をのぞき込まないでください。
また、レーザ光を人に向けないでく
ださい。レーザ光が目にあたると危
険です。本器を子供には使わせないで

　　　警　告

ください。
（クラス２レーザ製品）

　測定の目安としてください。

●測定距離とレーザマーカ照射位置の関係
　本器は 1点レーザ照射タイプです。
　レーザマーカは測定領域の中心より約 14mm
上を照射します。
　例）測定距離が約 168 ｍｍのとき、測定領域

の上を照射します。

オートパワーオフ

●本器は一定時間キー操作がない場合、オートパ
ワーオフ機能が働き自動的に電源が切れます。
　オートパワーオフ機能の時間は 5～ 600 秒か
ら選択できます。
　※工場出荷時は 600秒に設定されています。
　・オートパワーオフ時間の設定
① PWR/SET キーを押して電源を入れ、も
う一度PWR/SET キーを押してください。
②表示部の上段に数字が点灯し、「Ｓ」のキャ
ラクタが点滅します。
③表示された数字が設定時間（秒）となりま
す。▲キーまたは▼ /LASER キーで時間
を設定してください。
④時間設定が終了したら、PWR/SET キー
を２回押してください。
　これにより指定時間キー操作がない場合、
オートパワーオフ機能が働き自動的に電源
が切れます。
※設定したオートパワーオフ時間は電源が切
れても保持されます。

注意：設定中に電源をOFF にした場合、設定中
の値は確定されません。

●連続測定を行う際はオートパワーオフ機能を解
除してください。
　・オートパワーオフの解除方法
①本器が電源OFFの状態で、PWR/SETキー
と▲キーを同時に押してください。
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その他の機能

本器が温湿度測定状態のとき、下記の機能が使用
できます。
●露点表示機能
大気中の露点を表示します。
DP/WB/ キーを１回押すと表示部中段に「Ｄ
Ｐ」が表示され、露点を表示します。
●湿球温度表示機能
大気中の湿球温度を表示します。
DP/WB/ キーを２回押すと表示部中段に「Ｗ
Ｂ」が表示され、湿球温度を表示します。
●結露チェック機能
大気中の露点と表面温度の差を表示します。
差が小さいほど結露するおそれがあります。
DP/WP/ キーを２秒以上押すと表示部上段
に「 」が表示します。
Scanキーを押して表面温度を測定しますと、表
示部上段に露点と表面温度の差を表示します。

②液晶表示部に「ｎ」が表示されたら、キー
を離してください。
　これによりオートパワーオフ機能が解除さ
れます。
③電源を切る場合は、PWR/SET キーを２
秒以上押してください。

注意：	電源を切るとオートパワーオフ機能の解除
は無効になります。

オートパワーオフ機能をご使用しない場合は、そ
の都度解除してください。

エラーメッセージ

本体に異常が発生した場合、表示部にエラーコー
ドを表示しお知らせします。

表示部 コード 内　　　容

一段目

Ｅ１

表面温度センサまたは内部電子回
路の異常が考えられます。
お買いあげ店または弊社にご相談
ください。

Ｅ２
表面温度が測定範囲の上限を超え
ています。
測定範囲内でご使用してください。

Ｅ３
表面温度が測定範囲の下限を超え
ています。
測定範囲内でご使用してください。

Ｅ９

湿度センサまたは内部電子回路の
異常などが考えられます。
お買いあげ店または弊社にご相談
ください。

二段目

Ｅ１

温度センサまたは内部電子回路の
異常などが考えられます。
お買いあげ店または弊社にご相談
ください。

Ｅ２
温度が測定範囲の上限を超えてい
ます。
測定範囲内でご使用してください。

Ｅ３
温度が測定範囲の下限を超えてい
ます。
測定範囲内でご使用してください。

三段目 Ｅ５

湿度センサまたは内部電子回路の
異常などが考えられます。
お買いあげ店または弊社にご相談
ください。

保　　守

赤外線レンズにゴミや埃が付着し汚れますと、測
定精度に影響をおよぼします。
温度測定部にゴミや埃が付着しないようにご使用
ください。
赤外線レンズが汚れたときは、カメラ用ブロアでゴ
ミや埃を吹き飛ばしてください。汚れが取り除けな
い場合は、カメラ用レンズクリーニング液を綿棒の
先端につけて、やさしく拭き取ってください。
注意：赤外線レンズを絶対に水や洗剤で洗わない

でください。レンズの性能が低下して正確
な温度測定ができなくなることがあります。
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仕　　様

製品名 結露チェッカー
型式 SK－130ITH
製品番号 № 8132－00
測定要素 温度、湿度、表面温度
測定範囲 温度　　　　　　0℃～ 50℃

湿度（相対温度）　10%rh ～ 95%rh
表面温度　　　　－20℃～ 105℃
露点（DP）　　　	温度・湿度の測定範囲に

おいて演算表示
湿球温度（Wb）　	温度・湿度の測定範囲に

おいて演算表示
測定精度 温度　　　　　　　±0.6℃（0℃～50℃）

湿度（相対温度）　　±3%rh：20%rh～90%rh
　　　　　　　　　（at：20℃～ 30℃）
　　　　　　　　　± 5%rh：上記以外
表面温度　　　　　±2.0℃　
　　　　　　　　　※測定環境23℃±5℃
　　　　　　　　　　放射率0.95のとき

分解能 温　　度：0.1℃
湿　　度：0.1%rh
表面温度：0.1℃

測定サンプリング 温度・湿度：約 1秒
表　面　温　度：約 0.5 秒

センサ 温　　度：サーミスタ
湿　　度：静電容量型湿度センサ
表面温度：サーモパイル
　　　　　（測定波長 8～ 14μ m）

放射率 0.30 ～ 0.99 の範囲において 0.01 単位で設
定可能

距離係数 D：S=6：1（D=測定距離、S=測定領域直径）
レーザーマーカ 光源波長：650nm

出　　力：1mW以下
クラス２レーザ製品
消費生活用製品安全法
携帯用レーザ応用装置に適合
（ＰＳＣマーク付き）

使用環境条件 0℃～ 50℃　95%rh 以下（結露なきこと）
保管環境条件 －10℃～ 60℃（結露なきこと）
電源 単 4形アルカリ乾電池（LRO３）　４本
電池寿命 温湿度計と表面温度計の連続同時使用時

約 20時間	( バックライトON・レーザON)
約 30時間 ( バックライトOFF・レーザON)
約 90時間 ( バックライトOFF・レーザOFF)
※常温にて

本体材質 ABS樹脂
寸法 本体：約（W）70×（H）170×（D）49㎜
質量 約 235ｇ ( 乾電池含む )
付属品 単 4形アルカリ乾電池（LRO３）　４本

取扱説明書　1冊

弊社製品の最新情報は、インターネットホーム
ページでご覧いただけます。
http://www.sksato.co.jp

保証規定

①取扱説明書の注意に従った正常な使用状態で
故障した場合、お買い上げ後１年間、無償で
修理または交換させていただきます。その他
の責はご容赦願います。
②修理の必要が生じた場合は製品に本証を添え
て、お買いあげ店または弊社にご持参または
ご送付ください。
③保証期間内でも次の場合は有償修理になります。
　イ．誤用・乱用および取扱不注意による故障
　ロ．火災・地震・水害等の災害による故障
　ハ．不当な修理や改造および異常電圧に起因

する故障
　ニ．使用中に生じた傷等の外観上の変化
　ホ．消耗品および付属品の交換
　ヘ．本証の提示がない場合および必要事項

（お買いあげ日、販売店名等）の記入が
ない場合

④本証は日本国内でのみ有効です。また本証は再
発行いたしません。大切に保管してください。

品 質 保 証 書
お願い　本保証書はアフターサービスの際必要となります。お手数
　　　　　でも※印箇所にご記入のうえ本器の最終ご使用者のお手
　　　　　許に保管ください。
※当商品の保証書にご記入された、お客様の個人情報は、商品
　の修理・交換の商品発送などに使用し、それ以外に使用したり、
　第三者に提供する事は一切ございません。

●以下につきましては、必ず販売店にて記入捺印をお願いいたします。

〒101－0045	東京都千代田区神田鍛冶町３丁目４番地
	 ＴＥＬ	03－3254－8111（代）		ＦＡＸ	03－3254－8119　

品名	結露チェッカー　型式	SK－130ITH

お客様名

ご住所
　　　　　

																								※TEL　　（　　）

※

※

お買いあげ店名　　　　　　　　　　　　印
ご住所

　　　　　　　　		TEL　　（　　）
お買いあげ年月日　　　　　　　年　　月　　日
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